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２．ハウジング契約の過程で必要となる情報

 弊社からお客様へご提案する際はDCの利用用途（電気通信サービスでの利用など）を確認はしておらず、お客様にご指定いただいた仕様に
基づき構築を行う運用になっております。

［提案時に必要なお客様へのヒアリング項目］

内容項目目的

ビル構造、常駐体制DCスペックDC選定

ISMSやTier基準など認証

エリア、アクセス条件等ロケーション

電圧、MCCB容量電源仕様設備要件

二次側配線の系統数系統数

定格電力の積み上げ値契約電力

契約ラック数ラック数

異分電盤冗⾧等冗⾧有無

［契約・提供時に必要な情報（保守手引書）］

内容項目

ラック番号

基本マネージド、マネージドオプション保守内容

連絡先お客様窓口

連絡先NTT東 営業窓口

連絡先NTT東 SE窓口

ランプ点検などオプションを契約がある場合ラック搭載図など

＊上記以外に個別要件がある場合は、別途要件を受領し提案を行う
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３．NTT東日本データセンタの展開状況

 NTT東日本営業エリアの17都道県において、各都道県最低1か所以上、トータル34のDCを運用しております。
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４．平時・有事におけるお客様への連絡について

 DCに係るお客様への情報通知について、平時の保守等点検の事前連絡、有事の24時間365日の連絡を行っております。

［平時（定期点検・保守等）］
• ビル全館停電やエレベーター停止等の情報は事前にWebページでの掲載や現地での掲示等を行っております。
• DC内機器作業のうち、現用設備に機器の制御や電源に対して物理的・論理的に接触するもの（UPSの保守点検など）について、ご希望のお客様へ事前連絡を
行っております。

［有事（故障発生等）］
• 故障が発生した際、事実を把握し当該故障個所とお客様のご利用状況が紐づいたタイミングで、故障機器や対応状況について該当のお客様へ電話やメールにて
ご連絡いたします。（24時間365日体制）
また故障復旧後にもお客様へ再度ご連絡を行います。

• なお事前にご要望いただいているお客様向けに対して、DCで何らかのアラームが発生している段階＝当該お客様には影響が無い可能性がある段階においてもご連絡
する運用としております。

故障発生 お客様利用状況
との紐づけ影響範囲の特定

▲事前にご要望いただいている
お客様へご連絡
（実際の影響有無に依らず）

▲影響のある
お客様へご連絡

参考.有事の際の連絡フロー

故障復旧

～～

▲発生時にご連絡した
お客様へ再度ご連絡
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５．故障発生時のお客様への事象説明および再発防止に向けた取り組み

 DCで故障が発生しお客様ご利用サービスに影響を生じさせてしまった場合は、当該お客様と、ご希望に合わせ関連する方々へ事象のご説明を
丁寧に行うよう努めております。

 また徹底的な原因究明を行うことで、故障を発生させたDCはもちろんのこと、弊社が運営する他のDCでも同様の事象が発生しえないかを点検
するとともに、再発防止策を検討・実施いたします。

［お客様へご説明している主な項目］

• 発生日時
• 発生DC
• 影響範囲
• 時系列
• 発生原因
• 現在の状態（復旧見込み）
• 再発防止策

＊発生後、判明しているものから順次ご説明

［再発防止に向けた取り組み］

DC保守を委託している会社とともに、原因の徹底究明を行い、故障を発生させたDC
のみならず全DCを対象に、同様の事象が起きないか点検します。
加えて発生原因に応じた再現性の高い再発防止策を講じ実践します。

お客様のお求めに応じ、エンドユーザ様への説明同行や、
関係者へのご説明（電気通信事業者様の総務省への報告等）
にも対応

原因究明

再発防止策検討・実施全DCチェック

• 設備老朽化
• 作業員のミス
• 施工不良 など






